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一
九
七
二
年
の
沖
縄
返
還
時
に
お
け
る
原
状
回
復
補
償
費
の
肩
代
わ
り
に
係
る
密
約
に
関
連
し
た
判
決
へ
の
外

務
省
の
対
応
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

昨
年
九
月
十
六
日
、
岡
田
克
也
外
務
大
臣
は
、
外
務
省
に
お
い
て
「
い
わ
ゆ
る
『
密
約
』
問
題
に
関
す
る
有
識
者
委
員
会
」

（
以
下
、
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
を
立
ち
上
げ
、
い
わ
ゆ
る
密
約
（
以
下
、
「
密
約
」
と
い
う
。
）
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
る
、

�

一
九
六
〇
年
一
月
の
安
保
条
約
改
定
時
の
、
核
持
ち
込
み
に
関
す
る
密
約

�

同
じ
く
、
朝
鮮
半
島
有
事
の
際
の
戦
闘
作
戦
行
動
に
関
す
る
密
約

�

一
九
七
二
年
の
沖
縄
返
還
時
の
、
有
事
の
際
の
核
持
ち
込
み
に
関
す
る
密
約

�

同
じ
く
、
原
状
回
復
補
償
費
の
肩
代
わ
り
に
関
す
る
密
約

の
四
点
に
つ
き
、
徹
底
し
た
調
査
を
命
じ
る
大
臣
命
令
を
同
省
に
出
し
、
本
年
三
月
九
日
、
「
委
員
会
」
に
よ
る
「
密
約
」
に

関
す
る
調
査
結
果
を
ま
と
め
た
報
告
書
を
公
表
し
て
い
る
。
右
の
�
の
密
約
に
関
連
し
た
文
書
を
巡
る
情
報
公
開
訴
訟
に
関

し
、
本
年
四
月
九
日
、
東
京
地
方
裁
判
所
は
、
�
の
密
約
の
存
在
を
認
め
た
上
で
、
国
が
「
関
連
文
書
が
存
在
し
な
い
」
こ
と

を
理
由
に
情
報
不
開
示
と
し
た
処
分
を
取
り
消
し
、
開
示
を
命
じ
る
判
決
（
以
下
、
「
判
決
」
と
い
う
。
）
を
言
い
渡
し
た
。

一



「
判
決
」
に
関
し
、
岡
田
大
臣
は
四
月
九
日
の
記
者
会
見
で
、
「
控
訴
す
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
、
控
訴
の
可
能
性
を
ほ
の
め

か
し
、
「
密
約
」
に
関
し
て
外
務
省
内
で
徹
底
的
に
調
査
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
、
「
判
決
」
に
は
十
分
反
映
さ
れ
て
い
な
い
と

の
不
満
を
述
べ
て
い
た
と
承
知
す
る
。
そ
し
て
同
月
二
十
二
日
、
政
府
は
「
判
決
」
を
不
服
と
し
て
、
東
京
高
裁
に
控
訴
を
申

し
立
て
て
い
る
。
右
と
「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
四
第
四
二
七
号
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

「
判
決
」
に
対
し
て
外
務
省
が
控
訴
し
て
か
ら
、
右
の
訴
訟
は
現
在
ど
の
様
な
状
況
に
あ
る
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

二

前
回
質
問
主
意
書
で
、
今
回
政
府
と
し
て
控
訴
に
踏
み
切
っ
た
経
緯
は
ど
の
様
な
も
の
か
、
ま
た
「
密
約
」
に
関
し
岡
田

大
臣
は
、
外
務
省
内
で
徹
底
的
に
調
査
を
し
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
歴
代
担
当
者
に
徹
底
し
た
聞
き
取
り
を
行
う
作

業
も
含
ま
れ
て
い
た
か
等
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
御
指
摘
の
平
成
二
十
二
年
四
月
九
日
の
東
京
地
方

裁
判
所
判
決
（
以
下
「
東
京
地
裁
判
決
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
に
お
い
て
対
応
を
検
討
の
上
、
控
訴
相
当

と
の
結
論
に
達
し
、
控
訴
期
限
内
の
同
月
二
十
二
日
に
控
訴
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
平
成
二
十
一
年
九
月
十
六
日
の
岡
田
克

也
外
務
大
臣
の
大
臣
命
令
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
た
調
査
チ
ー
ム
（
以
下
「
調
査
チ
ー
ム
」
と
い
う
。
）
は
、
外
務
省
の
文
書

の
徹
底
的
な
調
査
を
行
い
、
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
『
密
約
』
問
題
に
関
す
る
有
識
者
委
員
会
は
、
調
査
チ
ー
ム
が
作
成
し
た
調

査
報
告
書
の
内
容
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
関
係
者
か
ら
の
聞
き
取
り
を
含
む
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
外
務
省
の
文
書
か
ら

二



は
、
東
京
地
裁
判
決
で
開
示
が
命
じ
ら
れ
た
文
書
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。
東
京
地
裁
判
決
は
、
こ
う
し
た
徹
底
的
な
調
査

の
結
果
を
踏
ま
え
ず
に
言
い
渡
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
行
政
機
関
と
し
て
保
有
し
て
い
な
い
文
書
の
開
示
決
定
を
行

う
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
控
訴
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
答
弁
に
あ
る
「
関
係
者
」
と

は
誰
を
指
し
て
い
る
の
か
、
当
方
が
前
回
質
問
主
意
書
で
問
う
た
、
既
に
外
務
省
を
退
職
し
て
い
る
歴
代
担
当
者
も
含
ま
れ

て
い
る
の
か
、
説
明
を
求
め
る
。

三

本
年
三
月
十
九
日
、
四
月
二
日
に
行
わ
れ
た
、
「
密
約
」
に
関
連
し
た
衆
議
院
外
務
委
員
会
で
の
参
考
人
質
疑
で
も
、

「
密
約
」
に
関
連
し
た
文
書
が
外
務
省
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
大
き
な
疑
問
の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
た
。
右
に
つ

き
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
他
方
、
岡
田
克
也
外
務
大
臣
は
、
い
わ
ゆ
る
『
密
約
』
問
題
に
関
す
る
有
識
者
委
員
会
報
告

書
（
以
下
「
報
告
書
」
と
い
う
。
）
並
び
に
平
成
二
十
二
年
三
月
十
九
日
及
び
四
月
二
日
の
衆
議
院
外
務
委
員
会
に
お
け
る

参
考
人
（
以
下
「
参
考
人
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
質
疑
等
で
指
摘
さ
れ
た
外
交
文
書
の
欠
落
の
問
題
に
つ
い
て
、
そ
の
事

実
関
係
を
調
査
・
確
認
す
る
た
め
、
外
交
文
書
の
欠
落
問
題
に
関
す
る
調
査
委
員
会
（
以
下
「
調
査
委
員
会
」
と
い
う
。
）

を
設
置
し
た
。
調
査
委
員
会
の
構
成
員
は
、
岡
田
克
也
外
務
大
臣
及
び
武
正
�
一
外
務
副
大
臣
の
ほ
か
、
調
査
の
専
門
性
と

客
観
性
を
確
保
す
る
た
め
、
外
部
委
員
と
し
て
、
宇
賀
克
也
東
京
大
学
教
授
及
び
波
多
野
澄
雄
筑
波
大
学
教
授
が
加
わ
っ
て

三



い
る
。
外
務
省
と
し
て
は
、
調
査
委
員
会
に
お
け
る
報
告
書
及
び
参
考
人
に
対
す
る
質
疑
等
の
精
査
や
関
係
者
か
ら
の
聞
き

取
り
を
含
む
調
査
に
よ
り
、
速
や
か
に
調
査
結
果
を
公
表
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
の

「
外
交
文
書
の
欠
落
問
題
に
関
す
る
調
査
委
員
会
」
に
よ
る
調
査
は
、
現
在
ど
の
様
な
進
捗
状
況
に
あ
る
の
か
説
明
さ
れ
た

い
。

四

三
の
答
弁
に
は
「
関
係
者
か
ら
の
聞
き
取
り
」
と
あ
る
が
、
右
の
「
関
係
者
」
と
は
ど
の
様
な
人
物
を
指
す
の
か
。
右

に
、
既
に
外
務
省
を
退
職
し
て
い
る
歴
代
担
当
者
は
含
ま
れ
る
か
。

五

四
で
、
「
関
係
者
」
に
既
に
外
務
省
を
退
職
し
て
い
る
歴
代
担
当
者
が
含
ま
れ
な
い
の
な
ら
ば
、
そ
れ
は
「
委
員
会
」
に

よ
る
調
査
と
変
わ
り
は
な
く
、
本
来
同
省
に
保
管
さ
れ
て
い
る
べ
き
「
密
約
」
関
連
の
文
書
が
な
ぜ
な
く
な
っ
て
い
る
の
か

と
い
う
、
「
密
約
」
問
題
に
関
し
て
最
も
重
要
な
問
題
点
を
解
決
す
る
こ
と
に
は
何
ら
貢
献
し
な
い
と
考
え
る
が
、
岡
田
大

臣
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

四


